　　第10回　伊方町誌編さん委員会

【日　時】　令和７年12月16日　15:00～16:00
【場　所】　伊方町役場　3階会議室
【次　第】　１　開会あいさつ　菊池委員長
　　　　　　 2　議事
（1） 新伊方町誌内容確認について
　　　　　　　（2）   その他
【構成員】　委員長　菊池　隼人
　　　　　副委員長　谷村　栄樹
　　　　　委員
　　　　　　中川未来（愛媛大学准教授）
井村桂子（元伊方町役場職員・伊方地域）
井上利彦（元伊方町役場職員・瀬戸地域）※欠席
宇藤　司（元伊方町役場職員・三崎地域）※欠席
高嶋賢二（佐田岬半島ミュージアム館長）
稲田美樹（図書館司書）
　	　町誌編さん業務受託者
	　　　岡田印刷株式会社
事務局　　畑中孝仁（総合政策課　係長）
中元真理（総合政策課　主事）


議事内容

１　開会あいさつ
委員長開会あいさつ

２　議事（1）新伊方町誌内容について
　「第6編、第7編の構成について」高嶋委員より説明

（委員）
小さいことですけど第7節の「スポーツ振興活動」は、他の節は「活動」をとっていますが、これはつけていてもいいんですか。

（委員）
見落としていましたがどうでしょう、違和感あるようなら、のけたほうがいいと思います。

（委員長）
皆さんいかがですか。

（委員）
ついでなので、のけたらいんじゃないですか。

（委員)
「活動」をのけても意味は通じるとは思います。

（委員）
気がついてしまったので、抜けたらいいんじゃないでしょうか。

（委員長）
ありがとうございます。委員の皆さんが意見一致しておりますので、第7節は「活動」をのけて「スポーツ振興」といたします。
他、お気づきになった点ございませんでしょうか。
ないようですので、この議題についてはご承認いただけたものとしてよろしいでしょうか。

（全会一致）

「新伊方町誌の内容について」事務局より説明

（委員長）
ただいま事務局から説明がありましたけれども、ご質問、ご意見等ある方はお願いいたします。

（委員）
きれいにまとめていただいているので、私としてはいいんじゃないかと思います。

（委員）
前回の「ここどうでしょうか」というのは全部反映されているんですかね。

（岡田印刷株式会社）
以前いただいたご意見はすべて反映しています。高島委員にお願いしている7編の写真の画像をいただいて、反映することで承認という形にさせていただきたいです。

（委員）
写真が追い付いていないものもあるんですけどそれをきれいに入れますから、それ込みで承認していただきたいです。

（岡田印刷株式会社）
　第7編の文化財の写真がどうしても画質が悪いものもあるので、高嶋委員のほうに依頼しております。

（委員長）
それでは、第7編の写真の件も含めて、この議題についてはご承認いただけたものとしてよろしいでしょうか。

（全会一致）
　
（委員長）
ありがとうございます。それでは、承認をいただいたものといたします。新伊方町誌の編の写真について、事務局より説明をお願いいたします。

「新伊方町誌の編の扉について」事務局より説明

（事務局）
第8編の扉の写真につきまして、一つは「伊方実践農業学校」の石碑が見えるように調整した写真と、もう一つは「実践」の石碑が大々的に見えるように調整した写真の2案用意しております。どちらが第8編の扉写真としてふさわしいか、この委員会にて皆様のご審議をいただきたいです。

（委員）
「実践」の単体1つでドーンと写ってる方が、この2択ならそっちがいいと思いました。

（委員）
　事務局としては、この「実践農業学校」っていう碑があった方が、説明がこれでされるからいいなっていうふうに悩んでらっしゃる。今がおっしゃったように、中心にある方が綺麗ですね。
このそれぞれの小扉の写真の説明欄は、その裏にはつけるのですか。

（岡田印刷株式会社）
いえ、扉にはつける予定はありません。

（委員）
　でも、佐々木長治さんの名前もちゃんと見えますし、見る人が見たらわかるでしょうから大きい方でいいかなと私は思います。

（委員）
大きく写っている方がわかりやすいかなと思います。

（委員長）
ありがとうございます。委員の皆さん、大きい方がいいということですので、8編の写真は、この大きく「実践」の石碑が写っている写真を使わせていただくことにします。

（事務局）
第8編は、その出席ひいで承認いただいたとして、その他の第3、第4、第5編、第7編の写真についてはいかがでしょうか。

（委員長）
その件も含めて、次、この写真でよろしいでしょうか。

（全会一致）

（委員）
とても良くなったと思います。

（委員）
写真はいいんですけど、この写真に線がかかっているのが気になります。特に第5編とか気になるので、のけたほうがいいのではないでしょうか。

（岡田印刷株式会社）
写真にかかっているラインはなくしたほうがいいと思うのでなくします。

（委員長）
写真は下のところに波線が入っているのですが、この波線はなくしてよろしいですか。

（全会一致）

（委員長）
ありがとうございます。委員の皆さん方、ない方がいいということですので、そのようにしていただきたいと思います。
続けて表紙とタイトルについて、事務局より説明をお願いします。

「新伊方町誌の表紙とキャッチコピーについて」事務局より説明

（委員長）
キャッチコピーでございますけれども、今ほど事務局から「継承そして未来へ」がよろしいんじゃないかということですが、それでよろしいでしょうか。

（全会一致）

（委員長）
それではこのキャッチコピーは「継承そして未来へ」ということに決定させていただきます。
表紙に関しましてですが、事務局案といたしましては、A案がいいのではないかということでございます。委員の皆様方のご意見をお伺いいたしたいと思います。

（委員）
[bookmark: _Hlk217041594]　事務局の方から説明があったように、今回の企画の趣旨である20周年ということと、伊方町という要素が入っている、わかりやすいA案がいいかと思います。

（委員）
Aでいいと思います。

（全会一致）

（委員長）
全員一致ということで、A案にさせていただきたいと思います。
それではこの議案についてご承認いただいたものといたします。
次に、新伊方町誌のカバーについて岡田印刷さまより説明をお願いいたします。
「新伊方町誌のカバーについて」岡田印刷より説明

（委員）
手に取っていただきやすいということで、個人でご購入される方はそんなに多くないかもしれませんが、図書館とか公共施設等とかに置いたときに、手に取っていただきやすいというのが一番ですので、ご提案のこの箱がいいんだろうと思います。

（委員）
このカバーは、中の表紙と一緒ということですかね。

（岡田印刷株式会社）
そうです。
タイトルについてですが、今はつけているんですが、新の後に中黒をつけてよろしいですか。

（委員）
今いただいているものでは奥付には中黒はないんですね。

（委員）
ここはなくていいかなと思います。なんかゴジラみたいでちょっとあんまり必要とは思わないですね。

（委員）
今ほど高島委員がもうない方がいいんじゃないかという意見も出たわけでございますけれども、いかがでしょうか。

（委員）
　岡田印刷さんとしては、デザイン上入れた方がいいと判断されたんですか。

（岡田印刷株式会社）
そういうわけではないので、ここはのけても別に問題はないです。

（委員）
『続伊方町誌』も点ついてないそうなので、合わしたらどうかなと思います。

（委員）
そうですね。続もないのでしたらのけてもいいと思います。

（委員長）
　中黒はない方がいいんじゃないかという意見が強くなったんですけども、よろしいですか。
（全会一致）

（委員長）
他、ご質疑、ご意見等ございますか。

（事務局）
事務局よりグラビアページについてABC案があるのでこちらについても審議させていただきたいです。こちらの3パターンのアピールポイントを、岡田印刷さんお願いします。

「新伊方町誌のグラビアページについて」岡田印刷より説明

（委員長）
3つの案を説明いただいたわけでございますけれども、委員の皆様、どれがよろしいでしょうか。事務局はいかがでしょうか。

（事務局）
事務局としては写真が一番大きく使われているC案がよいかと考えております。

（委員）
写真が大きい方がいいと思うのでC案がいいと思います。

（委員長）
ただいま、C案がいいんじゃないかということのご意見がありですけれども、いかがですか。

（委員）
デジタルではなく、手に取るということになると、Aだとちょっと写真は小さくなってて見えにくいかもしれないと思いました。そうですね、Cがいいと思います。

（委員）
確かにC案、写真も見やすいですね。かぶってないですし、いいと思います。

（委員）
　Cでいいと思います。キャッチコピーが、結構勇気要るなという気はするんですが、そこはまあいいかという感じです。ばらつきを多分整えなきゃいけないんだろうというぐらいですが、デザインとしてはCがいいと思います。

（委員長）
デザインは委員全員一致でCがいいということで、C案に決定させていただきたいと思います。
他、何かこの件に関しまして、何かございませんでしょうか。それではこの「（1）新伊方町誌の内容について」は、それで決定いただけたものとしてよろしいでしょうか。

（岡田印刷株式会社）
もう1点、見返しの方も承認いただけたらと思います。これが紙の雰囲気です（見本を回覧）。

（委員）
見返しの行政区域マップの方ですが、これはミュージアムの方で、手ぬぐいで使っている図案からおこしていただいたかと思いますが、あくまでイラストで、飛び地とかは全く無視して描いているので、そのことの断りを入れるか、「イラストマップ」と書いて砕けて見せるかどちらかかと思っているのですが、どうですか。
　例えば小中浦って川永田や豊之浦の方、仁田之浜の方にも飛び地がありますし、井野浦の端っこの方にも佐田の飛び地があったりとか、本当は細かく見たら、ちょっと違うところはあるんですけどそれを吹っ飛ばして描いてるイラストなので、あくまでイラストですっていうことを、但し書きを載せるか、「イラストマップ」みたいな書き方にするか、どちらがいいかなというところを審議いただきたいです。

（委員長）
ただ今、説明があったわけでございますけれども、委員の皆さんはどうお考えですか。

（委員）
飛び地ってその2ヶ所ぐらいですか。

（委員）
いや、私が把握しているのはそうですけど、河内もちょこちょこありますね。

（委員）
アバウトですけど、町誌だから、手ぬぐいならまだしも町誌だから気にする人もいるかなと思うので、このままでもいいんじゃないっていうことでしたらもうそれでもいいですけど、ちょっと厳密にどうでしょうねということです。

（委員）
注をつけたりするとより不細工なですね感じもしますし、「イラストマップ」ということにしましょうか。

（委員）
　フォントが唐突にポップな感じを出していますけど。

（委員）
　そうですね。その辺のニュアンスをくみ取ってもらって、ゆるい地図だなっていう感じで読み取ってもらえるのならいいんですが。

（委員）
　釜木は「かまぎ」で、濁りますよね。この地図は「き」になっていますよね。

（委員）
　訂正します。

（委員）
　小学生の副読本の「伊方の暮らし」は書いてないですね。こちらのほうは「かまぎ」ですね。

（委員長）
「行政区域マップ」にイラストをつけて「行政区域イラストマップ」でよろしいでしょうか。

（委員）
　タイトルをなしにするのはどうでしょう。
　
（岡田印刷株式会社）
最初はなしにしてたんですけど余りにも寂しいのでタイトルをつけたんですよ。

（委員）
タイトルなしも妙案かもしれません。

（委員）
　なくてもいいんじゃないですか。

（委員長）
「伊方町行政区域マップ」というタイトルはなくていいんじゃないかいう意見が出たんですが、いかがですか。

（全会一致）

（委員長）
ありがとうございます。委員の皆さん全員、同意見でございますので、「伊方町行政区域マップ」というタイトルはのけていただくということにしていただきます。

（岡田印刷株式会社）
本文の用紙なんですけれども、一応現物の用紙に出力していますのでこれでよろしいかかどうかだけ見ていただけたらと思います。砥部町と同じ紙質です。

（回覧中）

（委員長）
それでは、紙質に関しましては、今のものでよろしいでしょうか。

（全会一致）

（岡田印刷株式会社）
あとはこのしおり紐、「スピン」というのですが、スピンの色について審議をいただきたいです。紺系統やえんじ色が多いのは多いですけど、この表紙に合わせるとしたら何色がよろしいでしょうか。

（委員）
紺じゃないですか。

（委員）
紺でいいと思います。

（委員長）
複数の委員から紺がいいんじゃないかとのご意見が出ておりますが、皆さんはいかがでしょうか。

（全員賛成）

（委員長）
　では、全員一致でスピンの色は紺で決定させていただきたいと思います。
他にご意見はございますか。

（事務局）
はい。タイトルページにつきまして、岡田印刷様より、どなたか書かれませんか、というご提案がありまして、町長に確認しましたところ、「コンペティションを行うのはどうか」というご意見をいただいたのですが、タイトルページはその方向性でよろしいでしょうか。

（委員）
どの範囲で応募するんですか。

（事務局）
町職員と委員さんを対象に考えております。
以前、公共の建物を建てたとき、「定礎」の文字をそのようにした経緯があり、今回も同じような形でやってみてはどうかというのが町長の案です。選定は町長、副町長、教育長がしていただけるようになるかとは思います。

（副委員長）
　全員参加ですか。

（事務局）
　いえ、町長の想定では、希望者を、「我こそは」という方を募るとのことです。

（岡田印刷株式会社）
1月の年明けの7日までに決めていただきたいです。

（事務局）
　もしやるとしたら町長の中では1日で終わらせるというところですので、今年中にはできるのではないかと思っています。

（質疑なし）
　
（委員長）
それでは、新伊方町誌のタイトルページの文字に関しましては、コンペで決定をしたいと思います。よろしいでしょうか。
（全会一致）

（委員長）
それではコンペに関しましては、事務局からまた広報するようにしてください。お願いいたします。
他にご意見はございませんか。それでは「新伊方町誌の内容について」を閉じさせていただきます。それではその他、全体として、ご意見等ございませんか。

（委員）
[bookmark: _Hlk217043148]確認ですが、何枚かめくった後に「本誌を読まれる方のために」っていうページが入っているんですけど、凡例的なことでしょうけど。その2番目で『本書は8編からなり、特集として「考古学から見た伊方町」「未来のメッセージ」を組んだ』というのは、どのあたりに入っておりますか。

（岡田印刷株式会社）
1編の3章の遺跡のところです。

（委員）
　これは、特集という位置づけに、という感じですか。

（岡田印刷株式会社）
　はい。そうしたのですが、編に含まれているのでどうかなのかなという感じです。ですので、ここは考古学をのけて未来へのメッセージだけにしてもいいです。

（委員）
そうですね。考古が特に突出して何かあるわけでもない中で、編にちゃんと組まれているのでしたら、特にいらないのではないかなと思ったのですがどうでしょう。

（委員長）
2番目の丸の『本書は8編からなり、特集として「考古学から見た伊方町」「未来のメッセージ」を組んだ』の考古学を外して、未来へのメッセージだけにしたらどうかという意見ですが、皆さんよろしいですか。

（委員）
先ほどおっしゃったように、中に編として入っているのでいいと思います。

（委員）
　いいと思います。ただ、これは「本誌」なので、語り部集は外している感じですか。

（岡田印刷株式会社）
　語り部集は別冊にしていますので、こちらには触れていません。

（委員長）
それでは「考古学から見た伊方町」は外すということで訂正をお願いいたします。他に何か気になったようなこと、何でも構いませんけれども、ございませんでしょうか。

（委員）
最後に、事務局にですが、全体の構成特にいろいろ編、タイトルが変わったところもありますので、内容があっているのかということも含めて、確認をお願いします。
例えば、第2編の第7章、第8章がそれまでと比べて右にずれていますので、そういうところも含めて最終的なご確認のほうをお願いします。

（委員長）
事務局しっかりと確認するということでございます。よろしくお願いいたします。

（委員）
別冊も込みでケースに入るのですか。

（岡田印刷株式会社）
はい。そうです。

（岡田印刷株式会社）
　最終の部数は500部でよろしいんですか。

（事務局）
事務局としては、500で大丈夫かなと思います。

（委員）
説明された最初の会議で言われたと思うのですが、どこに配布するんでしたっけ。

（事務局）
事務局として想定しているのは、近隣市町や各公共施設です。図書館であったりとか、ミュージアムであったりとか会計室の販売用というところを想定しています。基本的に一般の方はデータでの閲覧というものを想定しています。

（岡田印刷株式会社）
最終的には電子ブックにして、データの方をお渡しします。

（委員）
予定価格はいくらですか。前の町誌は町内者と町外者とで、値段が確か違っていたと思うのですが、町内の人を安くしてあげてください。

（委員長）
他にご意見はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。
それではご意見等もないようでございますので、以上をもちまして、本日の第10回伊方町誌編さん委員会を終了いたします。本当にありがとうございました。

（事務局）
[bookmark: _GoBack]ただいまをもちまして、新伊方町誌編さん委員会における全ての議事を終了し、併せて本委員会を閉会させていただきます。令和5年2月の本委員会発足以来、委員各位におかれましては、ご多忙の中、熱心にご参画いただき、貴重なご意見や専門的な見地からのご指導を賜りました。時には困難な課題に直面することもありましたが、皆様の多大なるご尽力のおかげで、最終の確認作業まで辿り着くことができました。
事務局としましては、この編さん事業を通じて得られた貴重な成果が、今後伊方町の地域の歴史的財産として後世に継承され、今後の「選ばれる伊方町」としての行政運営の指針となることに繋がるよう、責任をもって適切な管理・活用に努めてまいります。
長きにわたり、本事業にご理解とご協力をいただき、重ねて御礼申し上げます。
最後になりますが、委員各位の皆様の益々のご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げます。
本日は誠にありがとうございました。
